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研究成果の概要（和文）：本研究の目的とそのための研究内容は以下の 3 点に要約される。 1.

依存詞並べ替えが、インターフェイス、特に音声形式(PF)制約と、統語的制約の両方を受けて

いることを、日英語以外の言語、特に音韻論的には英語に近く、統語論的には日本語に近いド

イツ語やオランダ語で検証する。 2.語順を律すると考えられている統語的な原理(例えば主要

部パラメター)が、インターフェイス制約からどの程度導かれるか、主に英語と日本語の資料や

先 行研究をもとに分析し考察する。 3.1,2 の分析・考察結果が、言語機能の構造とその一般認

知体系における位置付けの解明に貢献することを示す。 平成 21 年度は、関連分野の研究者と

の交流を続けながらこれまでの研究の成果をまとめ、平成 22 年 3 月に書籍 Derivational

Linearization at the Syntax-Prosody Interface としてひつじ書房より刊行した。今後上記３

について研究内容をさらに発展させるため、3 月には京都での生物言語学・進化言語学に関す

るワークショップを聴講した。

研究成果の概要（英文）：
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１．研究開始当初の背景

英語・日本語の並べ替えに関する文献は多い

が、そのほとんどでは、文法内である語順が

基本語順から随意的な規則によって派生さ

れるということが暗黙の前提とされていた。

よって議論の中心は、有標的な語順をいかに

文法内の規則に違反しないように派生する
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かという、理論内の技巧的な部分に置かれる

こととなった。これは先行研究が扱っている

資料が、ほぼそれぞれの文を単独で提示した

場合の母国語話者(しかも多くの場合は論文

の著者自身)の文法性の判断にのみ基づいて

いるという問題点を反映している。

２．研究の目的

本研究の目的とそのための研究内容は以下

の３点に要約される。

１．依存詞並べ替え現象が、インターフェイ

ス、特に音声形式（ＰＦ）制約と、文法内、

特に主要部パラメターという統語的制約の

両方を受けていることを、英語と日本語以外

の言語、特に音韻上は英語に近い性質を持ち、

主要部パラメター上は日本語に近いドイツ

語やオランダ語等で検証する。

２．動詞・依存詞間語順を律すると考えられ

ている原理、例えば主要部パラメターのよう

な統語的制約が、インターフェイス制約から

導かれる可能性があるかどうか、主に英語と

日本語の資料や先行研究をもとに分析、考察

する。

３．１－２の分析・考察結果が以下の２点に

おいて、言語機能の構造と、その一般認知体

系における位置付けの解明に貢献すること

を示す。(i)語順を律する原理がＰＦインター

フェイス制約を反映していることを示した

上で、極小主義でそれぞれ独立したレベルで

あると見なされているＰＦ・ＬＦ間の関係を

見直し、特にＬＦがどこまでＰＦ制約に、さ

らにはより一般的な時間軸に沿った動的な

文処理に関する原理に還元されるかを追求

する。(ii)言語機能内での統語構造の構築が、

文処理の仕組みの直接的な影響を受けてい

ること、特に構造が文処理上の韻律単位をも

とに、左から右へと作られていくという仮説

がなす予測を、依存詞の並べ替え現象と動

詞・依存詞間語順の統語上の特徴に関して検

証する。

３．研究の方法

本研究ではまず先行研究が扱っている資料

の信憑性を見直し、文の容認可能性を判断し

てもらう際に、その文を適当な文脈に埋め込

むことをした。英語と日本語の二言語の研究

から始めたのは、それらの資料が量的にも質

的にも得やすいということと、それぞれが主

要部先行型・後続型言語の代表的言語である

ために比較が明確になるという利点がある

ことが主な理由である。英語と日本語以外に

研究対象としたドイツ語・オランダ語に関し

ては既に豊富な先行研究が存在するので、ま

ずはそこで言われていることと本研究での

主張との整合性の検証から始めた。

理論上は、既に統語面から動機付けられて

提案されている multiple spell-out の操作は、

従来の下から上(bottom-up)でなく、左から右

への統語構造構築と組み合わせて行われる

という主張をした。

左から右への派生は、時間軸に沿って行わ

れる文処理の仕組みを反映しているという

点で、言語運用面からの動機付けを担ってい

ると言えるが、これは極小主義の｢言語機能

の内容がどれだけ一般認知体系の要請から

導かれるか｣を探るという研究上の方策にか

なうものであった。

４．研究成果

平成 21 年度は、関連分野の研究者との交流

を続けながらこれまでの研究の成果をまと

め、平成 22 年 3 月に書籍 Derivational
Linearization at the Syntax-Prosody
Interface としてひつじ書房より刊行した。

今後上記３について研究内容をさらに発展

させるため、3 月には京都での生物言語学・

進化言語学に関するワークショップを聴講

した。
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